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福音書からのメッセージ 

弟子たちはこれを聞いてひれ伏し、非常に

恐れた。イエスは近づき、彼らに手を触れ

て言われた。「起きなさい。恐れることは

ない。」 

（マタイによる福音書17章6～7節） 

 

たとえばわたしたちが、王様が主催する

パーティーに誘われたとします。突然の招

待状です。日時をチェックすると、およそ

1か月半後の日曜日。早速手帳に赤丸をつ

けて、招待状をなくさないように冷蔵庫に

貼り付けたところで、ピンポーンとベルが

鳴ります。何だろうと玄関を開けてみると、

新品のタキシードが届けられていました。

添えられた手紙には、「パーティーには必

ずこのタキシードを着てください」。着て

みると丈はピッタリなのですが、お腹が入

りません。無理に閉めると、パーンとはち

きれそうです。 

このときわたしたちには、二つの選択肢

が示されます。一つは一か月半の間、必死

にダイエットするという方法。お腹の周り

のお肉を落として、晴れてパーティーに参

加するというものです。そしてもう一つは、

せっかく自分の元に来た招待状を冷蔵庫

からはがして、破り捨てるというものです。

自分はパーティーに行くのは、ふさわしく

ない。そのような場に行くのは、また今度

の機会にしよう。そういってあきらめるこ

とです。 

わたしたちは信仰を持つということは、

前者のようにしっかりと節制をして神さ

まの前に出ることだと思っているかもし

れません。普段から言動に気をつけ、良い

行いをし、人のために汗を流す。それがク

リスチャンだと考えてはいないでしょう

か。でもそうできない自分に気が付くと、

神さまはとても遠い存在になってしまい

ます。せっかくの神さまからの招待状を、

ゴミ箱に捨ててしま

うのですね。 

今日の箇所で、三

人の弟子とイエス様

は、高い山に登られ

ます。そこで、イエス

様の姿が光り輝くと

いう出来事が起こり

ます。ペトロはそこ

に仮小屋を建てよう

と提案しました。イ

エス様と共に、栄光

に包まれていたいと

考えたのです。 

しかしイエス様は、山の上に留まりませ

んでした。もしもイエス様が山にとどまっ

ていたなら、だれがそこにたどり着けるの

でしょう。救いにあずかることができるの

でしょうか。精一杯ダイエットをして、タ

キシードを着こむ。そして神さまの前に、

正しいものとして立つ。そのようなことが

できる人などいるのでしょうか。 

イエス様は山を下ります。それは、自分

の力で山に登ることのできない、多くの人

の苦しみを知っているからです。自分の力

だけで歩けない、たくさんの人の痛みを知

っているからです。わたしたち一人ひとり

のために、苦しみの中にあえて身を委ねら

れた、それがイエス様なのです。 

神さまの元にたどり着けない、その前に

立てないすべての人の元に、イエス様は来

られました。そしてわたしたちを、そのま

まの姿で受け入れてくださいます。 
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